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業界全体への抑止力
その目的は果たせた

　昨年 3 月 9 日にJASRAC
が、ブライダル音源の複製
利用に関して提訴したこの
裁判。そもそも、提訴の意
味はどこにあったのか。辻
弁護士は、JASRACが業界
全体に対する抑止力を狙っ
た意味合いが強いという見
解を述べている。
　「提訴時にHPに開示した
JASRACのプレスリリー
スには、今回の件と直接関
係のない〔婚礼施設に責任
はないのか？〕というQ&A
をわざわざ設けて解説して
います。今回の訴訟で被告
となった映像事業者だけで
なく、婚礼事業者全体に、
対岸の火事ではないという
警鐘を鳴らしたという見方
ができるのは明らか。その
観点からみれば、今回の訴
訟の意味も理解でき、JAS
RACは十分にその目的を
果たせたと考えられます。」
　JASRACからすれば、業
界に与えた影響という点で
満足しているのでは。そう
した見方をするのが、ブラ
イトの夏目哲宏氏だ。今回
の提訴によって、業界の意
識は確実に変化したのは確
か。それまでは、適正利用、
適正処理に関して様子見を
する事業者も多かったが、
提訴を機に会場側、特に大
手企業ほど真剣に検討する

ようになったからだ。
　「その意味では、この訴訟
は大きな転換点になり、抑
止効果という面からJASR
ACは目的を果たしたと考
えられる。」（夏目氏）
　かねてからブライダル業
界でも注目を集めてきた、
映像動画に音楽を載せる際
に発生する複製権。これま
で権利者側は、ブライダル
業界向けの特別料金を設定
し、随時説明会などを開催
して理解向上に努めてきた
が、会場や事業者の中には
対応しているところと対応
していないところが分かれ
ていたのも事実。そこに不
均衡が生じていたことか
ら、提訴に至ったというの
が一般的な考え方であると
辻氏は語っている。

会場側にも問われる
販売主体としての責任
　さらに、今後にどのよう
な影響を及ぼすのかも、気
になるポイントだ。今回の
提訴によってJASRACは
演奏権と同様、複製権につ
いても適正化を進めていく
ための一つのルーティンを
確立したとみている。
　「演奏権の場合は、現状あ
る程度画一的な対応がなさ
れています。著作権違反者
に対し、調停の場を用意。
応じなければ民事で訴訟、
それでも応じなければ仮差
し押さえ、差し押さえとい

　昨年3月、JASRACがブライダル映像事業者のビデオソニックに対し、ブライダル音源複製利用
に関する損害賠償と使用差止めを求めた訴訟。業界内でも注目を集めたが、7月10日、双方和解が
成立した。ビデオソニックは和解を受けて、WEBサイト上にコメントを発表（右欄にて紹介）。一
方、JASRACも本紙の取材に対し、「被告株式会社ビデオソニックが原告に対し一定の金員を支払
い，円満に和解が成立し，本件訴訟が終了した。」と発表した。和解に関する詳細な内容に関しては
口外禁止事項になることが一般的であり、今後明らかになることは難しい状況ではあるものの、今
回の訴訟がブライダル業界に与えた影響は決して小さくはない。JASRACがブライダル音源複製利
用に対して提訴したことにより、業界内の適正利用についての理解が確実に深まったのも事実だ。
そこで今号では今後ブライダル業界にどのような影響を与える可能性があるのか。ブライダル音源
の著作権に精通する法律事務所ブライトの辻真也弁護士に、これからのポイントを聞いた。
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JASRACと映像事業者の訴訟
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った対応が確立されてい
る。複製権に関しても、今
後はそのような画一的な対
応が進められる可能性が高
いのでは。」（辻氏）
　著作権音源を使用した動
画の製作、販売を行いなが
ら、ISUMなどを介しての
利用許諾申請がない事業者
に対しては、まずは話し合
いを。応じなければ裁判に
という流れだ。今後もそう
いうことが起こりうると認
識した上で、事業者側には
フリー音源を使う、映り込
みを主張するのであればそ
の理屈を明確に定めておく
といった対応が求められて
くると指摘する。
　また、映像製作事業者だ
けではなく、会場側に責任
が及ぶ可能性も出てきてい
る。実際に権利者側は、会
場自身が利用許諾申請を進
めることを提案している。
会場側がこれまでのように
製作主体であるのは映像事
業者であり、自分達は作っ
ていないと責任逃れをする
のは、難しくなる可能性も
出てくると辻氏は語る。
　「形式的には、委託をして
いる外部の映像事業者に責
任があると考えられる。と
はいえ会場が販売主体とな
っており、実質的にはその

ビデオソニックが発表したコメント

　一般社団法人日本音楽著作権協会より当社に
対する訴訟が東京地方裁判所に係属していまし
たが、本日付にて、円満に和解が成立しました
ので、お知らせいたします。
　当社としましては『時を家宝に。』というカン
パニーポリシーのもと、“想い出を残すプロとし
てできることは何か”を第一に考え、引き続き
お客様に寄り添ってまいります。
 　お取引先様、ご関係者様におかれましては、
今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、宜し
くお願い申し上げます。

平成30年7月10日

訴訟の和解に関するお知らせ

責任は逃れられないでしょ
う。映像製作会社が複製権
侵害しているのを、黙認し
ている、調査をしないとい
う対応は不作為にあたり、
当然問題になる。映像製作
会社が会場に対して嘘をつ
いていたなら別だが、会場
側としてやるべきことをや
っていたかが問われてく
る。利益を得ているのは会
場であるとみられ、双方が
複製権の侵害となるのは、
法律構成としてはありえな
いことではない。そこを対
象とした訴訟の可能性も出
てくるでしょう。」（辻氏）
　今回の訴訟によって業界
内の理解が深まってきたか
らこそ、今後は「知らなか
った」などが通用しなくな
ってくるのは確実だ。
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▲�カラードレスの提案も強化
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　エスクリ（本社：東京都港区）が運営するドレスブランド「PRIM
ACARA（プリマカーラ）」は、7月14日、表参道店をオープンした。
これに先駆け12日にはオープニングレセプションでドレスショー
を開催。メディアなど200名が来場した。同ブランドのフラッグシ
ップショップと位置付ける、新店の概要を追った。

おり、内製化
の強みをドレ
スショップで
も活かしている。
　フィッティングスペースは
全部で 8 つ。オリジナルドレ
スを始め、インポートや和装、
メンズスペースも用意してお
り、レンタルで対応する。ド
レスは価格26万円前後。同社
運営の南青山サンタキアラ教
会と、渋谷・宇田川町にオー
プンした新店、ラグナヴェー
ル アトリエでの婚礼客を対

象に提案し
ていく。
　「店舗の天
井 高 は 6 m
と開放感を

味わえ、シャンデリアがショ
ップを明るく照らします。ラ
グナヴェール アトリエとの
統一感を演出できるよう、両
店ともに天井はコンクリート
打ちっぱなしになっていま
す。」（グループ広報室マネー
ジャー・村井美登里氏）
　今後は、他社婚礼施設で式
を挙げるカップルへの提案も
検討していくという。

　 7 月14日、エスクリのウエ
ディングドレスブランド・PR
IMACARAは、表参道に路面

ップとして運営してきた同ブ
ランド。路面店は初の試みで、
フラッグシップと位置付けて
いる。同社代表取締役社長の
渋谷守浩氏は、「PRIMACA
RAのブランディングをアッ
プし、ドレスからウエディン
グの集客に繋げていきたい」
と意気込みを語っている。
　ショップの入り口には、連
結子会社の渋谷社が運営する

「古材銀行」で取り扱う建材を
用いた看板を設置。古材をう
まく活用し環境にも配慮して
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した。これま
でも東京・青
山、 名 古 屋、
福岡、新横浜、
小 山、 仙 台、
さいたま新都
心で 7 店舗を
ビルインショ

▲�天井はコンクリート打ちっぱなし

◀�古材を活用した
店舗づくり

▲�レセプションではドレスショーも

〔PRIMACARA表参道（エスクリ）〕
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